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２０２６年５月１７日 

◎令和８年度 東大和市水防訓練 

南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

 東大和市と北多摩西部消防署等が連携し、水害による被害を最小限にする為、水防訓

練が市役所北側砂利敷駐車場にて、下記の通り実施されました。雨による災害や被害に

対する理解を深め、大雨が予想される場合の防災対策や、早めの避難行動判断の大切さ

等を学びます。家庭でできる浸水対策体験、各種水防工法訓練の見学、「自然災害体験

車」「降雨車」による災害の体験、「移動トイレ車」の展示などが実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．チェーンソー取扱訓練（９：００～９：２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．土砂災害倒壊家屋救出訓練（９：２０～９：３０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付 広報による訓練進行 

木材の切断 
鉄パイプの切断 

警察犬による、要救助者の探索 
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３．水防工法訓練（９：３０～１０：３０） 

⑴土のう作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵積み土のう工法（基本工法、鉄製の杭の打ち込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶改良積み土のう工法（防水シートを活用、杭の打ち込み無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要救助者の発見・救出・搬送 
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⑷マンホール噴出防止工法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸簡易水防工法（都市型水防工法）（家庭で身近なものを活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４．市民向け訓練・体験コーナー（９：００～１１：３０） 

⑴簡易水防工法（上記３．⑸）、土のう作成体験（上記３．⑴） 

⑵自然災害体験車の搭乗体験 

 

 

 

 

 

 

 

 
順番を待つ 

ポリタンク 止水版 
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⑶降雨体験車の搭乗体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省の所有する「自然災害体験車」

では、大規模地震・土石流・洪水・火山噴火

の４つの災害を、映像・音響・風・エアガン・フ

ラッシュ・振動などで体験できます。 

定員は１０名で所要時間は１５分程度です。 

途中タブレットによるクイズもあり、今回は

「土砂災害編」を体験しました。 

はげしい雨にさらされるので、

カッパを着て、靴・靴下を脱ぎ

ます。 

時間雨量と風速の計器 はげしい風を発生させます。 
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⑷移動トイレの展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．検閲（１０：３５） 

６．講評・来賓紹介（１０：４５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
消防団長様 

市長様 

 

北多摩西部消防署長様 

 

令和８年３月に東大和市が購入した、移動トイレ。 

牽引されてどこへでも移動します。 

真ん中はタンクで、汚水を再利用の完全循環式です。 

市議会議長様 
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７．作られた土のうは、バケツリレーで土のう置き場へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土のうは災害時、無料配布されます。 
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以 上 


